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1. 事業の目的・意義 

大谷石の産地である宇都宮市には、石蔵などの

大谷石を用いた建物が集中する集落が点在してい

る。こうした大谷石建物と町並みは、宇都宮市に

特有の空間資源であるが、近年では世代交代や老

朽化により取り壊されることもある。そこで、工

学研究科安森亮雄研究室では、NPO 法人大谷石研

究会および宇都宮市都市計画課と連携し、2012年

度から、宇都宮市の景観整備に向けた大谷石蔵集

落の調査研究を行っている。今年度は、街道両側

を水路が流れる上田地区を対象とし、この地区の

住民の生活に溶け込んできた大谷石建物の景観の

特徴を明らかにするとともに、本学と自治体、地

域住民、石材業者等の共同により、今後の保存修

景に向けた意見収集を行うことが目的である。 

 

2. 研究方法 

2.1 対象地区の概要（宇都宮市上田地区） 

宇都宮市には、大谷石を用いた石蔵などの建物

が集中する集落が点在している(図 1)。2012 年度

は、徳次郎石の産地である西根地区、2013年度は

農村集落である上田原地区を調査した（参考文献

1、2）。今年度の対象地区である上田地区は、宇都

宮市中心部から北に約10kmに位置し、江戸時代初

期に旧上台新田村ができ、明治 9 年に土手下新田

村と合併、昭和期にその規模を拡大した。地区内

には御用川から用水した水路が流れている。この

地区では大谷石の蔵や納屋など（図 2）が水路と

ともに住民の生活に溶け込み特徴的な町並みを形

成している（図3、4）。この地区内の38敷地に建

つ216棟の建物のうち、約4割の90棟が大谷石建

物である。 

 

2.2 調査方法 

日程 

 2014年 6月 21日 

  予備調査：地図上に石蔵プロット 

 2014年 9月 5日 

  調査打合せ：班分け、調査方法の打合せ 

 2014年 10月 11日 

  本調査 

調査メンバー(図 6) 

NPO 法 人 大 谷 石 研 究 会 ：11名 

宇 都 宮 美 術 館 学 芸 員 ： 2名 

宇 都 宮 大 学 安 森 研 究 室 ： 4名 

 

 

 

調査内容 

 地区内の 38 敷地を対象に、大谷石建物の実測、

写真による記録及び世帯主へのヒアリングによる

調査を行った。 

調査項目 

・全建物に共通する調査項目 

  建築年代、建物種別、構造、階数、建物規模、

外壁材、屋根材、屋根形状 

・大谷石建物の調査項目 

  石の寸法、石の仕上げ、建物の装飾、開口部

の形式、開口部の装飾、開口部の寸法、以前の

用途、増改築、震災による被害、被害の程度、

活用の意志、活用方法 

 

3. 事業の進捗状況 

3.1 大谷石建物の年代、構法等の特徴 

大谷石建物の外形構成を、建築年代、構法、用

途、石の仕上げ、種類等から検討した。その結果

を西根地区及び上田原地区の既往研究（参考文献

1、2）と比較して説明する。大谷石建物の建築年

代は昭和期が多く、西根、上田原地区と比較して

もその割合が高い（表1)。また構法は積石が多く

（表2）、石の仕上げはチェーンと表面研磨の割合

が高い（表3）。建物の用途は、納屋と蔵や離れが

一体化した複合的な用途もみられた（表4）。石の

種類は大谷石が多いが、比較的近隣で産出する白

色の船生石もみられた（表5）。また屋根形状は切

妻（表6）、入口は平入りが大半を占めた（表7）。 

 

3.2 大谷石建物の構成類型 

大谷石建物を階数、構法、用途で分類し、それ

らが特徴的に組み合わさる外形構成の 10 類型を

見出した（表8)。平屋の積石では、切妻平入りの

納屋（A-1）が多く、また小規模な小屋で、農作業

に用いられる切妻妻入の灰小屋（A-2）や、陸屋根

のポンプ小屋（A-3）が残っていた。平屋で基礎の

み大谷石を用いた建物では、納屋（B-1）や、入母

屋の母屋（B-2）がみられた。2階建ての積石の建

物には、蔵（C-1）と納屋（C-2）とともに、1 階

が納屋、2階が離れ（C-3）の建物や、納屋と蔵が

界壁で仕切られた複合型の建物（C-4）がみられた。

張石には2階建ての蔵（D）が多く、明治、大正期

に建てられたものがみられる。全体として、小規

模な小屋から、複合型の建物まで多種類の積石の

類型がみられ、昭和期の農地の拡大により栄えた

農村において、多様な大谷石建物が建てられたこ

とを示している。 

 



 

 

 

  

図 2 上田地区の大谷石建物（蔵と納屋の複合） 図5 調査メンバー 

図 3 上田地区の町並み(Ⅰ) 図 4 上田地区の町並み(Ⅱ) 



 

3.3 大谷石建物のある敷地の構成 

3.3.1 大谷石建物の組合せ   

敷地内における大谷石建物の組合せを、昭和期

に建てられたものが多い比較的新しい複合型

（C-3,4)と、比較的古い張石蔵（D）に着目して検

討した（表9）。複合型の大谷石建物が建つ敷地に

は、他の建物が1、2棟と少なく、張石蔵が建つ敷

地は、他に複数の大谷石建物を持つ傾向がみられ

た。 

 

3.3.2 石塀、水路、川端、農地   

各敷地について石塀や、水路、農地などの建物

以外の要素について検討した。石塀は大谷石が大

半だが、船生石の塀や門柱もみられた（表 10）。

敷地内の水路は、街道から引き込むものと敷地奥

に水路を流すものがあり（表 11）、約 4 割の敷地

で水路沿いに川端があった（図7）。また大半の敷

地が奥や側面で農地と接していた(表 12)。 

 

3.4 大谷石建物のある町並みの構成   

敷地の奥に水路がある北エリアでは、敷地前方

に平屋積石納屋（A-1）、後方に張石蔵（D）が並ん

でいる。街道側に本家、その裏に分家の敷地があ

る中央エリアでは、その間の水路沿いに 2 階積石

の蔵（C-1）や納屋（C-2）が集中しており、街道

側には川端が多い。隣地間に農地があり、街道か

ら水路を引き込む南エリアでは、街道沿いには比

較的近年作られた船生石の蔵や塀がみられ、石塀

と一体化した複合型の建物が特徴的な景観をつく

っている（図8）。 

 

4. 事業の成果 

本研究では、上田地区を対象として、まず大谷

石建物の外形を検討し、小規模の小屋から、蔵や

離れと複合した納屋まで、多様な大谷石建物の構

成がみられることを明らかにした。また、地区全

体に農地や水路と川端があり、街路側に石塀と一

体化した平屋積石の納屋・後方に古い張石蔵が連

続する北エリア、川端が多く敷地境界の水路沿い

に蔵と納屋が並ぶ中央エリア、街道から水路を引

き込み、船生石の塀と複合型の納屋が特徴的な南

エリアという、3 つの町並みの特徴を明らかにし

た。 

 

5. 今後の展望 

 本調査の結果をもとに、自治体、地域住民を含

めた調査報告会を開催し意見交換を行う予定であ

る。また本調査は新聞報道され、宇都宮市におけ

る大谷石蔵集落の景観整備に向けた取組みとして

注目されており（図 8、9、10）、2015 年度の日本

建築学会大会学術講演においても発表予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8 大谷石建物の町並み(宇都宮市上田地区) 
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図8 報道記事 

(下野新聞2014年 10月 16日付) 

図 10 報道記事 

(下野新聞2014年 8月 13日付) 

図 9 報道記事 

(下野新聞2014年 7月 11日付) 


